
動きの獲得
できる

富一研究第１ステップ

・体験ではなく経験
・遊び
・簡単に評価
・基本的な動き
・下位教材
・動きづくり

口伴奏
動きを見る

お手伝い

教材づくり

わかる

かかわる

富一研究第２ステップ

単元の目標 「○○をできるようにしよう」

研究のキーワードの変化 平成２７年度



できる

言葉をつなぐ

人をつなぐ

動きをつなぐ

わかる

かかわる

富一研究第３ステップ

単元の目標 「クラスみんなが○○をできるようにしよう」

研究のキーワードの変化 平成２８年度

お手伝いの仕方

教材を内容でつなげる やりとりで言葉を整理

＜教師と子どもの関係＞

教える
↓

一緒に学ぶ

思考・判断・表現を大切にする



「できた!!」が生まれる １０の『しかけ』
①動きづくり ②教材づくり ③口伴奏 ④お手伝い ⑤教師の声かけ
⑥動きのイメージ ⑦関連図 ⑧動きのヒント ⑨やりとり ⑩目標

Tomisatodaiichi

授業づくりのための見直し ＜授業の内容＞

・日常の授業を充実させよう！
・誰でも指導できる

体育の授業の在り方を考えよう！

自信をもって 誰でもできる

「おもしろくて力がつく体育の授業」



動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際
動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標

様々な体の動かし方を知り 基本的な動きを定着させる

＜動きづくり＞

低学年 基本的な体の動かし方を知り，経験する。

中・高学年 基本的な動きをもとに新しい動きに挑戦する。

下学年から動きを積み重ねる



Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜２年生で「たまご回り」ができるようになるために＞

他の単元 たまご回り
１年生
動きづくり

２年生
動きづくり

逆さ姿勢 逆さ姿勢・脱力 体の締め 体の締め・逆さ姿勢 体の締め・回転

☆１年時から動きを積み重ねる
☆２年時前半 身に付いていない動きの補充・直接関連する

動きに挑戦
体育の生活化

遊び → 体の使い方を知る → 思ったように動ける体

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



他の単元 たまご回り
１年生
動きづくり

２年生
動きづくり

１０の『しかけ』の実際

＜動きづくり＞

様々な体の動かし方を知り 基本的な動きを定着させる

お手伝いたまご回り ⇒ 補助なしたまご回り

教えるべき
正しい動きを教える

時間をかけて十分に動きを定着させる
⇒「できる！」につながる

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜教材づくり＞

動きを加工して 基本的な動きを魅力ある運動にする

１０秒間ブリッジをし，
腕で支持する動きを身に付ける

ブリッジくぐり

動き

素早くくぐって友だちに勝ちたい

遊び

ブリッジ

教材づくりの視点
☆ ねらいが明確
☆ 場がシンプル
☆ 教師にとっては運動
☆ 子どもにとっては遊び
☆ 簡単に評価できて伸びを実感
☆ 動きのイメージの経験
☆ 総合的
☆ 友だちとのかかわりの必要性

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜口伴奏＞

①動きの手順を示す口伴奏
『手を付いて はえぎわついて お尻を上げて よいしょ！』
②動きを確認し 安全に運動するための口伴奏
＜たまごの姿勢＞

『ぶら～ん ひじ もも わき ＯＫ!!』
③リズムを表し 動きをイメージできる口伴奏
＜開脚前転＞

『すい～っ ぱっ！』

体の動かし方を具体的に理解する

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



１０の『しかけ』の実際

＜お手伝い＞

これから取り組む動きの体の動かし方を補助によって経験する

お手伝いを取り入れるよさ
☆ 友だちの動きを見る
☆ 友だちの伸びを体で感じる
☆ 安心して運動できる
☆ 補助なしでも簡単にできる
☆ 動きのヒントを確認できる
☆ 動きのイメージがもてる
☆ みんなと同じ技に挑戦できる
☆ 運動に自信がもてる

友だちにお手伝いが必要だと思った時に
お手伝いに自然に駆け寄れる子どもにするために

お手伝い ６つのステップ
１ 友だちの応援 『人をつなぐ』
２ 数を数える・記録の測定
３ 役割分担・合格の判断
４ 友だちと一緒に運動
５ 友だちの動きの修正
６ 動きを体感できる補助

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



価値ある動きや行動を知る ⇒ 運動に対する自信 ⇒ できる！

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜教師の声かけ＞

子どもの動きの全てに対する肯定的な教師の評価

☆ もう，補助なしでもできそうだね。
☆ 自分でできるくらいまで（高く）なってきてるね。
☆ いいね。反れるようになったね。
☆ おっ！ 勢いが出てきた。
☆ 少し跳べるようになってきたね。今のでいいんだよ。
☆ いいね！ 上がってきてるよ。
☆ 今までは，ここまで来られなかったよね。
ここにストンって落ちていたけど，少し高く上がって，
ここまで行けるようになったね。

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



同じ動き・似た動きには 共通する言葉を使っていく

１０の『しかけ』の実際

＜動きのイメージ＞

目に見える動きの形 ⇒ 目に見えない動きのイメージ

その動きを習得した時に感じ・わかる

「ぐっ」 と腕に力を入れる
「くる～ん」と回転する
「ぶら～ん」と腕を下げる・揺れる
「ぎゅっ」と力を入れる
「ぴ～ん」と脚を伸ばす

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



同じ動き・似た動きには 共通する言葉を使っていく

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜関連図＞

単元に至るまでに 経験させておきたい動きの整理

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



☆低学年 腕支持・逆さ姿勢・反りの動きを経験
☆中学年 腕支持・逆さ姿勢・反り・ホップの動きをさらに経験
☆５年生 腕支持・逆さ姿勢・反りの動きを確認・経験
お手伝いハンドスプリング → 「できた！」

動きをつなぐ

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜関連図＞

５年生が前方倒立回転に必要な動きを身に付けるまで（縦のつながり）

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜動きのヒント＞

モデル児童を使い 言葉と動きを一致させる

「動きのポイント」 ⇒ 「動きのヒント」

・教師が提示する ・モデル児童の動きを見る
・動きのヒントとなる動きを

モデル児童が自分の言葉で伝える
・動きのヒントを

全員が声に出して言う

初めにポイントを提示 新しいヒントが次々と提示

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



復唱 聞き返し 受容 整理

１０の『しかけ』の実際

＜やりとり＞

子どもと教師が対話をしながら授業をつくる

発問
・どんなふうにするの？
・どうやったらいいの？
・ここって，どこ？
・このくらいって，どのくらい？
・こんなふうにって，どんなふうに？

「どんな」「どこを」「どう」「どのくらい」などの言葉を使い，
動きがより具体的になるように発問する。

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



発問 聞き返し 受容 整理

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜やりとり＞

子どもと教師が対話をしながら授業をつくる

復唱
・ぎゅって力を入れるんだ
・先の足に追いつくようにするんだ。
・そこで脚を伸ばすんだ。
・ぴ～んって伸ばせばいいんだ。
・足の裏が見えるようにするんだね。

子どもが発言した言葉を大切にし，その言葉が確定するまで
繰り返す。

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



発問 復唱 聞き返し 受容 整理

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜やりとり＞

子どもと教師が対話をしながら授業をつくる

聞き返し
・それってどういうこと？
・脚を伸ばすの？
・それはどっちの脚？
・上からバンって？
・ぎゅってやるって？

子どもが発言した言葉をより具体的に，誰もがわかりやすい言葉に
するために聞き返す。聞き返していくうちにより具体的になる。

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



発問 復唱 聞き返し 整理

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜やりとり＞

子どもと教師が対話をしながら授業をつくる

受容
・すごいね。
・そうなんだ。
・そうだよね。そこを押さえてあげるといいね。
・へえ。そうやればいいんだ。
・なるほど。そうやっているんだ。

子どもが発言した言葉を大切にし認めていく言葉をかける。

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



発問 復唱 聞き返し 受容 整理

Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜やりとり＞

子どもと教師が対話をしながら授業をつくる

整理

・足首をぎゅ～って曲げると膝がぴ～んと伸びるんだって。
・膝と背中をぴ～んって伸ばして前を向くといいんだね。
・両足でば～んって強くけって腰を上げるといいんだね。
・もうすぐで上がれそうっていうときに，だんごむしに
なって，肘にぎゅって力を入れると上がれるんだね。

子どもが発言してわかりやすくなっていった言葉を最後に
整理して伝え「動きのヒント」を確認する。

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



１０の『しかけ』の実際

＜目標＞

めざすは個人技能ではなく みんなができるようにしよう！
表 5-2「従来の目標と本校の目標の考え方の比較」 
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できるようになって「新人さん発表」に出なきゃ。 
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動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



Tomisatodaiichi

１０の『しかけ』の実際

＜目標＞

めざすは個人技能ではなく みんなができるようにしよう！
表 5-2「従来の目標と本校の目標の考え方の比較」 
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の
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が
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、
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友
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、
そ
の
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き
い
。 

＜目標＞
一人でできる。

＜目標＞
○連続やバリエーションたまご回りができる。

＜目標＞
補助なしでできる。

＜目標＞
●友だちが補助なしでできるようにする。
○連続やバリエーションたまご回りができる。

動きづくり 教材づくり 口伴奏 お手伝い 教師の声かけ

動きのイメージ 関 連 図 動きのヒント やりとり 目 標



Tomisatodaiichi

研究のまとめ

基本的な動きを十分に身に付ける

単
元
が
始
ま
る
前

単
元

×どうやってつまずきを克服していけばよいだろう

クラスみんなが

○○ができるようにしよう

できた！！

意欲的に運動し，共に伸び合う子の育成

１０の『しかけ』

学び合い

子どもにも教師にも生まれた

自信

動きや技を習得するためにはどうしたらよいだろう

単元の目標 クラスみんなが○○をできるようにしよう

思ったように動ける体


